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u アクティブラーニングニュースレター 
学習効果を高める方法の一つとしてアクティブラ

ーニングがあります。アクティブラーニングは

KALS（駒場アクティブラーニングスタジオ、東京
大学 駒場キャンパス 17号館 2階）といった特別な
設備があるところで行うこともありますが、通常の

教室でも行えます。授業の一部にアクティブラーニ

ングをとりいれる際に、参考になるように、本ニュ

ースレターでアクティブラーニングのさまざまな方

法や関連する話題をお知らせいたします。本ニュー

スレターをお読みになり、気になる記事がありまし

たら、アクティブラーニング部門までお問い合わせ

ください。（星埜） 

u アクティブラーニングとは？ 
アクティブラーニングとは、データ・情報・映像

などのインプットを、読解・ライティング・討論を

通じて分析・評価し、その成果を統合的にアウトプ

ットする能動的な学習のことです。 
講義でのインプットに対して、試験や課題でアウ

トプットすることは普段から行われていると思いま

すが、それだけで深い理解を獲得させるのはなかな

か困難です。アクティブラーニングでは、その途中

に読解・ライティング・討論など、学生が中心にな

って行う活動を取り入れることにより、より深い理

解を獲得させるものです。一人で読んだ時は気がつ

かなかった観点を他の学生の見方から知ったり、他

の学生の発表に質問することでより広がりをもって 
問題を捉えることができるようになります。 

単に討論をすればアクティブラーニングになるわ

けではなく、どのように進めれば有効かについてさ

まざまな知見があります。このニュースレターで

は、そのような方法をいくつか紹介していきます。

（星埜） 

u 同期型ハイブリッド授業でのアクティブ
ラーニング ―初年次ゼミナール⽂科 岡⽥
晃枝先⽣インタビュー 

2022年度は原則対面授業となった一方、様々な事
情から、教室で行われる対面授業を同時にオンライ

ン配信する、同期型ハイブリッド授業（ハイフレッ

クス授業とも言われることがあります）を経験され

た先生も少なくないのではないでしょうか。同期型

ハイブリッド授業では、どのようにアクティブラー

ニングを取り入れることができるでしょうか？Sセ
メスターに KALSで実施された初年次ゼミナール文
科で同期型ハイブリッド授業を実施されていた岡田

晃枝先生（大学院総合文化研究科 准教授）に、授業
の様子や授業運営のポイントをお伺いしました。 

授業運営の様⼦やポイント 
中澤 オンライン参加の学生とのコミュニケーショ

ンや、グループディスカッションでの介入など、授

業運営で気を付けられたことや工夫はありますか？ 

オンライン参加の学⽣の不安を取り除く 

岡⽥ 先ほども言いましたが、オンライン参加の学

生は、自分だけ教室に行けないということで強い不

安を感じていると思うんですよね。例えば先生に余

計な手間をかけてるんじゃないかとか、自分のせい

で授業の手順が変わって他の学生に迷惑をかけてい

るんじゃないかとか、そういうところを気にする学

生たちは多いみたいです。ですからコロナに感染し

ても授業に参加できるくらいの健康状態であった

り、濃厚接触のために健康に問題はないのに外出で

きないといった場合は遠慮なくオンラインの申請を

して欲しいと ITC-LMSのオンライン授業欄に書き、

最初の授業時にもそう伝えていました。それから、

教室だけでなく Slackも利用してできるだけ学生たち

とコミュニケーションを取るようにして、オンライ

ン参加の要求をするハードルをできるだけ下げるた

〜 ⽬次 〜 
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u アクティブラーニングとは？      (p.1) 
u 同期型ハイブリッド授業でのアクティブラーニ

ング ―初年次ゼミナール⽂科 岡⽥晃枝先⽣イ
ンタビュー(p.1) 

u はじめての「⼤福帳」(p.3) 
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めの工夫をしていました。コロナ感染や濃厚接触で

授業を欠席するという通知をしてきた学生に、ハイ

ブリッドで受けられますよって私から言ってあげた

ケースもありましたね。そうすると、もう熱が下が

っていた子とか、濃厚接触で自分は元気だった子は

とても喜んで、ぜひお願いしますと言ってくれまし

た。ハイブリッドで参加させてほしいと学生が言っ

てこれるような関係構築の種を蒔いておくのがとて

も大事だと思いました。 

対⾯授業と変わらない運営を⼼がける 

中澤 ファシリテーションはどうでしたか？ 
岡⽥ ハイブリッドになったことで大きく変えると

いうことはしませんでした。その日だけ変えると、

オンライン参加の子たちが「自分のせいで」と萎縮

してしまったり、教室で受けてる子たちが、自分が

ハイブリッドをお願いしたらこんなふうに授業の構

成変わるんだと思うと不安になるかなと。ですから

あえて変えないようにして、いつも通りの授業を行

えるようにと考えました。私の場合は、全体に対し

て私と TAからのワンポイントアドバイスと、学生

どうしのグループディスカッションを交互に行うと

いうのがルーティンの形です。授業の回によって構

成が違うといったことはなくて、毎回ほぼ同じ流れ

なので、同期型ハイブリッド授業があるかないかで

授業回を入れ替えるような必要はなくて、その点で

は楽でした。もしかしたら講義型の授業で、グルー

プディスカッションを取り入れる回と取り入れない

回があるような場合は、オンライン参加の子がいる

かどうかで構成を変える必要が出てくるのかもしれ

ないですね。手間やトラブルのリスクを考えると、

オンライン参加の子がいる時にはグループディスカ

ッションを入れずに講義だけにしたいと思われる先

生もいらっしゃると思うので、そうなると 13 回全体

の流れが、オンライン参加の子がいるかいないかで

変わってきますよね。コロナ欠席の学生が出るかど

うかは授業直前にならないとわからないことが多い

から、それだと大変だろうなと思いますし、授業全

体の構成という面から見ると好ましい状況ではない

ですよね。 
そう考えると、今後もハイブリッドでの対応が継

続的に必要になるのであれば、いつどの回でハイブ

リッドが入っても大丈夫なように備えておくことが

必要になるかもしれないですね。でもその結果、全

部が講義型の、受動的な学びの授業ばかりになるの

は学部教育全体から考えて良いことではないと思い

ます。 
中澤 対面だとグループディスカッションの様子を

見に行ったりされると思うんですけれども、同期型

ハイブリッド授業の場合は、どのようにされていま

したか？ 
岡⽥ 教卓に自分のパソコンと KALSのパソコンを

用意して、KALSのパソコンでブレイクアウトルー

ムに入っていました。ブレイクアウトのほうに入る

パソコンと、全体を見るパソコンの 2 台を置いてい

たということです。 
教室の中のグループは観察していれば声や学生た

ちの行動で介入が必要かどうかわかりやすいですよ

ね。先ほど言ったようにオンライン参加の学生がい

るグループのテーブルをウェイティングルームにセ

ットしていたので、そのグループの声は教室内にい

ると聞こえません。だから教室全体を見回しなが

ら、ブレイクアウトルームに入っているほうのパソ

コンで時折小さい音声でウェイティングルームのグ

ループの状況を確認していました。ただ、隔ててい

るのがガラスなので視覚的な観察はできますし、扉

を半開きにしていたので教室内を机間巡視するつい

でにウェイティングルームのグループにも直接声を

掛けられる状況でもあったので、それほど問題はな

かったです。 

同期型ハイブリッド授業に求められること 
中澤 同期型ハイブリッド授業の運営などについ

て、改善したほうがよい点はありますか？ 

TAの育成 

岡⽥ 実は、対面授業になったことによって TAた
ちは結構苦労している面があります。2020年度に全

面オンライン授業が始まったときに、それまでと全

く勝手が違うから TAたちは苦労しているだろうな

と思って、初年次ゼミ文科の授業 TAたちにどんな

サポートが必要かを尋ねるアンケートをしたとこ

ろ、なんとオンラインになってものすごく楽になり

ましたという回答が多かったんです。何が楽になっ

たかというと、機器のセッティングでした。初年次

ゼミ文科はプレゼンテーションが重要な授業ですの

で、毎回機材ボックスの鍵を開けてパソコンをつな

いで、モニターに出力できるようにして・・・とや

っていても、とくに 1号館なんかでは機材トラブル

がけっこう発生していて何度もパソコンを操作し直

したり接続し直したり、それでもトラブルが解決し

ないで時間を食ったあげくスライドなしで発表とい

ったようなこともあったようです。機器に詳しい TA
の方が少ないですから、自分が悪いのか持ち込んだ

パソコンが悪いのか、それとも教室の機械が故障し

ているのかわからなくて、非常勤講師控室に教室機

材点検の依頼も出せないでそのままになってしまっ

たという話も聞きました。さらに、せっかく先生の

パソコンをつないで動作確認していても、学生が自

分のパソコンをつないでほしいと言ってきて、接続

しようとしたら特別な端子が必要で非常勤講師控室

に走った、なんていう報告もありました。機材トラ

ブルによる授業の中断というのは履修生にとって大

きな損失なので、TAたちはそれをとても恐れていた

けれど、対面授業の教室ではそれなりの頻度で生じ

ていたんですね。それが Zoomでの画面共有になっ

たらなくなった、ほんとに楽だと言ってきたんで

す。 
中澤 そうなんですね。 
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岡⽥ 今回対面授業になったことによって、それが

復活しただけではなく、ハイブリッドになったらさ

らに別の機材も接続しなくちゃいけなくなるんです

よね。そういった意味で、TAたちの苦労は計り知れ

ない。授業内容と研究の専門性から先生たちは TA
を選んでいるので、文系の院生だととくにそれと機

器関連の知識・経験とが一致しないことが多くて、

授業形態の多様化は TAたちには負担になります。

それに備えて学術的な専門性だけでなく臨機応変な

機器対応もできるように TA 全体の底上げをするこ

とが適切なのか、あるいは複雑な機器対応の部分だ

け切り取って別の人をあてがうのが適切なのか。も

ちろん大学・学部のほうでもそれを認識してくれて

いて、業者さんに加えて特定の機器専門の TAも学
内に待機するようになってはいます。授業を受けな

がらその授業での機材関連のサポートをしてくれる

学生に謝金を支払うクラスサポーターという制度も

できていて、それも面白い人材の利用の仕方だと思

いますが、そういう下支えをする人たちをどう育て

ていくかですよね。特定の人だけができるようにな

るのではなくて、できるだけ多くの学生たち、院生

たちが何かあった時にすぐに機器の接続を確認して

直したり、授業で使える便利なツールを機器が苦手

な先生に提示できるようになるのがいいのだとはと

思うんですが、それは一体どの組織や部署の役割な

のか、どの範囲を対象にするのか、ですね。 
それに関連して、授業の中でミーティングオウル

を使って接続をしてると、他の授業で使ったってい

う子もいましたが、初めて見る子もいて、声を出し

たらカメラが回るというのにものすごく興味を示し

て自分も試させてくれと言ってくる子もいました。

ミーティングオウルだけでなく、授業でどんどんい

ろんなツールを取り上げて、学生たちに使う機会を

あげるとか、その仕組みを知る機会をあげること

が、長い目で見るとそういった人材を育成すること

につながるのかなという気もしています。 

グループへの介⼊の程度を同じにする 

中澤 TAの仕事ですけれども、グループディスカッ

ションのファシリテーションや介入は、ハイブリッ

ドになったから変わったっていうところはなさそう

でしょうか？ 
岡⽥ 私の授業に関してはないですね。今学期実施

した同期型ハイブリッド授業では、オンライン参加

の学生が入ったグループはどの授業も 1グループだ
けだったので。そこに近づいて TAや私がコメント

をしたりすれば、カメラにも入りますしマイクも音

を拾うので、オンラインの子にもちゃんと反映され

ました。TAのミニ講義も、私の講義パートと同じく

いつもどおりに行いました。 
中澤 なるほど。 
岡⽥ KALSでのハイブリッド授業では、オンライ
ン参加の学生がいるグループはウェイティングルー

ムに置き、対面参加の学生だけのグループはスタジ

オに配置した、と先ほどお話しました。私の授業の

TAはとても優秀かつベテランなので、私がとくに指

示をしなくても、スタジオ教室の中のグループだけ

でなくウェイティングルームのグループにも同じ回

数、足を運んで、オンラインで接続している学生に

もきちんと観察と声かけをしてくれました。でも慣

れていない TAだと、もしかしたらスタジオ教室の
一角にとどまってしまってウェイティングルームの

子たちに目を配るのを忘れてしまうといったことも

あるかもしれません。ハイブリッドのところにはこ

んなふうに関与して欲しいと教員から指示する必要

があったかもしれません。（中澤） 
 
※インタビューの全編はウェブサイトでご覧いただけます。 

QR コードでもアクセス可能です。  
• 同期型ハイブリッド授業でのアクティブラーニング：初

年次ゼミナール文科 岡田晃枝先生インタビュー（1）
https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/classes/class-report/a3495/  

• 同期型ハイブリッド授業でのアクティブラーニング：初

年次ゼミナール文科 岡田晃枝先生インタビュー（2）
https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/classes/class-report/a3503/ 

u はじめての「⼤福帳」 
これまで、アクティブラーニング部門のウェブサ

イトなどで「大福帳」についてご紹介してきまし

た。今回は、2022年度 Sセメスターにアクティブラ
ーニング部門で開講した全学自由研究ゼミナール／

高度教養特殊演習「SDGsを学べる授業をつくろ
う」で、初めて「大福帳」を使った中村長史先生

（アクティブラーニング部門 特任助教）に「大福

帳」のメリットなどをお伺いしました。 
※「⼤福帳」については、以下のウェブページをご覧ください。 
• オンライン授業で大福帳を使う 

https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/tips/almethod/a2804/ 
• オンライン授業で大福帳を使う：運用のふり

返りと改善 
https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/tips/almethod/a3113/ 

 

「⼤福帳」を使ったメリット 
中澤 大福帳を使ってみて感じたメリットはありま

すか？ 
中村 メリットとしては 2つあるかなと思っていま
す。1つ目は学生に対して“見守ってるよ感”を出

すのはメリットかなと思ったんですよね。僕たちの

やってた授業って、そんなに人数も多くなかったで

すし、かなりアクティブラーニングの授業で、もち

ろん授業中もかなりコミュニケーションを学生と取

れてたと思うんです。けれども、次の授業までの間

にもコミュニケーションを取る機会があるっていう

のは、すごく良かったんじゃないかなと。学生から

してもきっと“見守られてる感”みたいなのがあっ

て良かったんじゃないかなと思ってます。 
もう 1つは、学生にとっても僕たち教員にとって

も、授業で学んだことを振り返って可視化する機会

になることです。これは、僕が想像してた以上に大

きいんだなと思っていて。アクティブラーニング型

の授業だから、そういう機会をわざわざ明示的に設

けなくても大丈夫だろうという気持ちがどこかにあ



 
 

Division for Active Learning and Teaching, KOMEX, KOMABA, UTokyo, Newsletter 4 

ったんですけれども、実際やってみると、―まあ学

生がどう感じているかは学生に聞かないと分からな

いですけども―僕自身が、自分が授業でやったこと

についてのフィードバックをある種もらうわけなの

で。それを基に、じゃあ次の授業こういうふうにし

ようって、すぐに反映できるという意味で良かった

なと思ってます。学期末のアンケートも活かすよう

にしてるつもりなんですけど、それを活かせるのは

次の年なので。すぐにフィードバックがある、活か

せる機会があるという意味で良かったのかなと思っ

てますね。 

「⼤福帳」のデメリットや運⽤の⼯夫 
中澤 逆に、デメリットとか、改善点は何か感じら

れましたか？ 

多⼈数への対応 

中村 人数が多いと大変だなと思いました。他にも

いろんな授業とか業務がある中で、どこまでそこに

時間を割けるかっていうのは、人数が増えた時には

ちょっと分からないなと思ってて。これまでにもず

っとやってこられて人数が多い時もあったと思うの

で、何か工夫されてることとかがあれば逆に教えて

ほしいですね。 
中澤 そうですね。大福帳は先行研究でも色々なこ

とが言われていて。人数が多い場合とかだと「見ま

した」というスタンプを押すとか。コメントは書か

なくても、さきほどの“見守ってるよ感”を出す簡

易的な方法を取るのは一つの手だっていうのはあり

ますね。人数が多い場合はそういうものでもいいの

かなと思いますね。あとはコメントをする人数をあ

らかじめ決めておくとか。 
中村 ああ、なるほど。 
中澤 たとえば、100人学生がいたら毎回 20人ずつ

コメントを書き、他の学生はスタンプにするのも一

つの手かなと思いますし。あるいは、質問にはコメ

ントを書いて、感想だけの場合はスタンプでという

やり方もあるのかなと思いましたね。 

学⽣からのコメントや質問を共有する 

中村 あと今思い出したのは、一つ自分なりに工夫

したことがあって。学生から出てきたコメントや質

問でいいなと思ったものを、次の授業の冒頭で紹介

するようにしていて。そうすると取り上げられてう

れしいって気持ちも、もしかしたらあるかもしれな

いし。あと同じクラスメイトから出てきたもので、

「あ、こんなこと考えてる人もいるんだ」みたいな

ことで他の学生の刺激にもなると思ったので。それ

は、自分なりに工夫をしてみたつもりですね。そう

しないと何か学生から、何か毎回書かされて、書け

って言われるから書くみたいな、なんかちょっとそ

ういう、義務だから書くみたいなになっちゃうとも

ったいないなと思ったので、そういう仕掛けをして

みたつもりです。 

中澤 そうですね。私は、学生が大福帳に書いた質

問のうち、これは全員に共有しておいたほうがいい

質問だなっていう場合は授業で紹介しますね。た

だ、授業で紹介できるのって時間の都合で 1つだけ
だったりとかするので、Googleスプレッドシートに

質問とそれに対する回答を書き出して、それを共有

するっていうふうにもしてますね。 
中村 あ、なるほど。 
中澤 他の人から出てきた質問で皆さんにも知って

もらいたいことはここに載ってるので見てください

と案内をします。どの程度見ているかは分からない

ですけど、スプレッドシートに質問と回答が蓄積さ

れているということですね。 
中村 それはすごくいいですよね。次の年に授業を

する際にも、去年どんな反応があったかなって見る

時も、そうやって整理されてるといいので。確かに

それはちょっと僕もやってみようかなと思います。 
 
※インタビューの全編はウェブサイトでご覧いただけます。  

https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/tips/practice/a3513/ 

u 今後の活動予定 
2022年度 Aセメスターも授業を開講し、アクティ

ブラーニング型授業モデルの検討・開発していま

す。また、年度末にワークショップを開催する予定

です。 

u アクティブラーニング部⾨とは？  
アクティブラーニング部門は学部教育を教育工学

の視点から支援することを目的として、2010年度に
教養教育高度化機構に設置されました。その活動内

容は、教養学部・情報学環・大学総合教育研究セン

ターの共同プロジェクトとして 2007-2009年度に実
施された文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プロ

グラム(現代 GP)「ICTを活用した新たな教養教育の

実現-アクティブラーニングの深化による国際標準の
授業モデル構築-」を継承し、発展させています。ま

た、全国の教育機関や教育関連の企業からの見学を

受け入れており、アクティブラーニングの実施モデ

ルとしての役割も果たしています。 

（奥付） 
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学部 附属教養教育高度化機構アクティブラー 
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